


リポート . 

Ij)j!・災害対応管理システムの地図閲覧機能で表示した被害状況

が避難情報を発令したが、災害対策本部設置は 7

市町に留まった。多くの市町村が災害対策本部設

置をはじめて経験することになった。通常の総務

部局中心の災害対応ながら、ここに除雪を担当す

る建設部局、透析患者の病院搬送で医務部局が加

わり、時間とともに明らかとなる農業被害対策で

農政部局が加わって、というように情勢に応じて

体制の強化を図っていったのが実情のようだ。

15日に山梨県に災害対策本部設置を連絡したの

は2市のみ。あとは17日以降に山梨県が電話で市

町村に問い合わせたところ、前述の22市町村のう

ち14日に 3町村、 15日に13市町村、 16日に 3町村、

そして17日に 3市町村ーが災害対策本部を設置した

との回答をしたという。電話が通じたこともあり、

住民からの通報への対応に追われ、事態の先読み

をした作戦を立てる暇もなく、防災部局の職員が

不眠不休で対応する一方、大雪で来客もまばらな

庁舎で暇そうにしている他部局の職員がいる、と

pった光景が、災害対策本部を設置した市町村で

も見られたことと思われる。

消防庁の火災 ・災害等即報要領によれば、本部

設置や被害報告は30分以内と規定されていること

から、地元メディアが報告の遅れを問題視する報

道をした。しかし、ひっきりなしにかかってくる

住民からの苦情への対応に追われる防災部局が、
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県に対する本部設置の連絡を怠るのは珍しいこと

ではない。また県から問い合わせがあったとき、

振り返ってみると首長が登庁し、多くの関係部局

が対応を開始した時点を、後付けで本部設置日時

と回答した市町村も少なくないだろう。こんなこ

とが起こるのもパージンバイアスの仕業ではない

だろうか。

甲府市は災害対策本部を設置しなかったが、 15

日午後に雪害対策本部を設置し、防災部局中心の

災害対応をした。幸い前述の古関の雪崩は消防本

部による救助によって終息し、重大な事態には至

らなかった。しかし除雪、集落の孤立、カーポー

トや屋根の倒壊 ・損壊、農業用ビニールハウスの

倒壊など防災部局は事態の収拾に追われた。

甲府市は14年度より山梨大学で運用している危

機管理情報システム(災害対応管理システム)の

利用を決めており、この雪害対応で同システムを

試験的に運用していた。情報はすべて防災部局に

集中させ、指示 ・対応、被害報告を防災部局が中

心となって登録した。図は災害対応管理システム

の地図閲覧機能で被害を表示したものだ。本部員

会議で幹部職員が被害の様相を共有し、意思決定

する際の状況認識の統一に、大変役に立ったと聞

いている。

禁複製・無断転載

リポート

顕在化した山間集落の孤立の課題

集落の孤立が 3日を超える事態が生じているこ

とを踏まえ、安倍晋三首相の指示により 18日に関

係省庁災害対策会議を平成26年 (2014年) 豪雪

非常災害対策本部に格上げ設置した。同日の非常

災害対策本部第 1回本部会議で安倍首相は今後、

孤立による凍死などによる犠牲者を l人も出さな

いことを強調した。

山梨県には災害時に孤立する可能性のある493

の集落が存在する。山梨県全域にわたって 1mを

超える積雪があり、 山間部ではさらに多い積雪と

なったわけだから、 493の集落はすべて孤立した。

それだけではなく、道路と鉄道が寸断され、山梨

県が陸の孤島となってしま った。中央自動車道が

!除雪によって開通し、孤立が解消されたのは18日

深夜のことだ。

山梨県も孤立解消のための除雪、孤立集落から

の住民避難、食糧や医薬品の供給などにより、市

町村を支援した。幸いにも通信の途絶はなかった

ので、 一部の停電した集落を除き、各市町村は孤

立集落の住民の安否を電話で確認できた。

市町村を悩ませたことの一つに、孤立集落から

の住民避難があった。県の支援を受けてヘリコプ

ターによる住民避難が可能で、も、肝心の住民が避

難を拒否する事態が発生した。筆者は 2年前から

在集落避難の検討を進めていた。土砂崩れによっ

て道路が寸断され、集落へのアクセスが遮断され

た際、ふもとの学校の体育館で不自由な避難生活

を送るよりも、集落内で、住民同士が助け合って暮

らす方が望ましいケースがあると考えたのだ。市

川三郷町の八之尻地区で実施したワークショップ

では、通信手段の確保、食糧と水の備蓄、安否確

認体制の 3つが揃えば、住民は在集落避難を選択

した。

早川町雨畑の長畑、室草里、稲又の3地区9人

や甲府市高成地区7人は、ヘリコプターによる集

落外避難を受け入れたが、甲州市塩山一之瀬高橋

地区の住民15人は、市による集落外避難の提案を

拒否し、除雪による孤立解消を要求した。その理

由は、もともと他人に頼る生活はしておらず、見

禁複製 ・無断転載

筆者⑨ と一之瀬地区の住民

知らぬ土地で不自由な生活を送ると高齢者は病気

になる、食糧は普段から備蓄している、などだっ

た。今回は停電もなく、携帯電話による通話も可

能だったので、安否確認もできた。筆者は後日、

甲州市の職員とともに同地区を訪問し、住民に直

接ヒアリングする機会を持った。自宅から出られ

ないほどの大雪で、道路の除雪によって孤立が解

消されたのは24日のことだった。孤立から 1週間

が経過したころには、さすがに不安に駆られたそ

うだ。集落の区長は、今後の災害に備えて携帯電

話の充電器の購入や消防団の詰所に置かれている

衛星電話の自宅設置を実行すると語ってくれた。

地震や豪雨によって土砂災害が発生すると、孤立

解消には月単位の時間が必要となる。夏には集落

にキャンプを楽しむ客が訪れる。通信手段を確保

するとともに、いざというときは避難できるように、

リスクコミュニケーションを深めることが望まれる。

今後の大災害に備えて

山梨県は 3月24日に雪害の検証に関する庁内会

議を開催し、中間報告をまとめた。災害対策本部

の設置基準、庁内ならびに関係機関との情報共有、

県民への情報発信など改善の必要性が挙げられて

いる。今後、有識者会議が開催され、今秋をめど

に最終報告がまとめられることになっている。は

じめての大災害を予期せぬ雪害という形で迎える

ことになったが、 雪害のみならず、この機会に、

大地震、河川氾濫、火山噴火など大災害に対応で

きる抜本的な災害対応体制の改善を期待したい。

筆者もできる限り支援したいと思っている。 固
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